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8月    6月定例会号  No.57
本会議の録画映像がインターネットでご覧になれます

大東市議会ホームページ
http://daito.gijiroku.com/gikai/

だいとうし議会だよりについてのお問い合わせ
大東市議会事務局　TEL.072－870－0763

次の定例会の開催予定日です
 9月  2日（金）／本会議（議案上程・委員会付託）
 6日（火）／いきいき委員会
 7日（水）／いきいき委員会
 8日（木）／まちづくり委員会
 9日（金）／まちづくり委員会
 22日（木）／本会議（一般質問）⇒☆夜間議会
 26日（月）／本会議（一般質問）
 27日（火）／本会議（一般質問・委員長報告・表決）

※請願･陳情の受付期限は、8月23日（火）です。
変更となる場合がありますので、事前にお問い合わせください。

市 民 の み な さ ん と 議 会 を む す ぶ

だいとうし  議 会だより

だいとうし ・・・・・中垣内「車谷分水」
街かどスケ

ッチ

山から流れてくる谷の水は農業用水として貴重で、絶えず争い事も起こっていました。
そこで、水を地域ごとに等分に分けるため「分水」を行いました。中垣内・善根寺（東
大阪市）の境界ではその形を今にとどめ、水が２分割され流れ落ちています。



市
立
小
・
中
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

6月定例会のあらまし

地
域
産
業
振
興
基
本
条
例
を
可
決

工
事
請
負
契
約
３
件
を
可
決

財
産
の
取
得
２
件
を
可
決

意
見
書
２
件
を
可
決

　平成23年6月第2回定例会を6月3日～23日の
21日間の会期で開催し、22年度・23年度の各
会計補正予算（専決処分の報告）、条例の制定・
一部改正、工事請負契約などを審議しました。

　

本
市
の
地
域
産
業
振
興
に
関
す
る
基
本
方

針
や
、
市
民
、
学
校
、
事
業
者
、
経
済
団
体

等
お
よ
び
市
の
協
働
に
よ
る
産
業
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
定
め
た
地
域
産
業
振
興
基
本
条

例
を
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
平
成
23
年
６
月
24
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
北
条
小
学
校
と
北

条
西
小
学
校
が
統
合
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
統
合
新
校
の
名
称
を
「
北
条
小

学
校
」
と
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
市
立
小
・
中
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

四
条
中
学
校
大
規
模
改
造
建
築
工
事
、
北

条
小
学
校
老
朽
改
修
建
築
工
事
、
四
条
北
小

学
校
大
規
模
改
造
建
築
工
事
の
各
請
負
契
約

の
締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
24
年
２
月
29
日

ま
で
で
す
。

　

財
産
の
取
得
２
件
（
更
新
消
防
団
車
両
３

台
の
購
入
契
約
、
更
新
消
防
車
両
１
台
の
購

入
契
約
）
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自

動
車
Ｎ
Ｏｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
・
粒
子
状
物
質
の
排
出
基
準
に
よ
り
、
更

新
対
象
車
両
の
車
検
の
更
新
が
で
き
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

大
規
模
地
震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に

避
難
場
所
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
立
学
校
施

設
に
お
け
る
防
災
機
能
（
備
蓄
倉
庫
、
自
家

発
電
設
備
、
緊
急
通
信
手
段
な
ど
）
の
整
備

の
推
進
を
求
め
る
「
公
立
学
校
施
設
に
お
け

る
防
災
機
能
の
整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
」、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、

現
状
デ
ー
タ
の
速
や
か
な
公
表
と
危
機
の
回

避
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
依
拠
し
た
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
る

「
福
島
第
一
原
発
の
危
機
回
避
と
原
発
依
存

か
ら
の
脱
却
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
件
を

可
決
し
、
国
に
送
付
し
ま
し
た
。

全国市議会議長会から
　　　永年勤続議員表彰

15年一般表彰

豊芦　勝子　議員（62歳）
御供田5－8－10

　本年の全国市議会議長会総会において、豊芦
勝子議員が長年、地方自治の推進と市政の発展
に貢献された功績により表彰され、定例会最終
日に議場で中河議長より伝達されました。

6月定例会のあらまし
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早期の整備が望まれる十二号水路

一
般
質
問

今
期
定
例
会
で
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
各
議
員
が
希
望
し
た
項
目
を
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
主
な
項
目
は
７
ペ
ー
ジ
上
段
の
と
お
り
で
す
。

私
有
地
の
崩
落
危
険
箇
所
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　
　
　

大
谷
真
司
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

子
ど
も
医
療
費
支
援
の
拡
大
を
な
ど

　
　
　
　

豊
芦
勝
子
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

教
育
理
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

寺
坂
修
一
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

⑴
市
長
は
３
期
目
の
最
初
の
施
政
方
針
で
、

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
小
学
３
年

生
ま
で
引
き
上
げ
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
無
料
化
を
就
学
前
ま
で
と
し
て
い
る

市
町
村
は
、
府
下
で
は
少
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
は
、
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
い

つ
実
施
し
ま
す
か
。

子
ど
も
医
療
費
の
支
援
は
、
子
育
て
支
援
の

重
要
な
施
策
と
認
識
し
て
お
り
、
対
象
年
齢

引
き
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

守
口
市
は
中
学
校
卒
業
ま
で
実
施
、
寝
屋
川

市
は
平
成
23
年
９
月
議
会
へ
の
上
程
を
目
指

し
、
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

関
連
施
策
で
あ
る
国
の
子
ど
も
手
当
の
動
向

は
、
非
常
に
流
動
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
医
療
費
の
支
援
拡
大
の
判
断
に
当
た
っ

て
は
、
他
市
の
状
況
よ
り
も
、
国
や
府
の
施

策
の
動
向
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
市
民
が

納
得
で
き
る
施
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
で

す
。

⑵
平
野
屋
二
丁
目
と
泉
町
二
丁
目
の
間
を
流

れ
る
十
二
号
水
路
の
整
備
は
、
い
つ
頃
実
施

し
ま
す
か
。

23
年
度
は
、
悪
臭
や
蚊
な
ど
の
発
生
を
改
善

す
る
た
め
の
排
水
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
発
注
し
、
23

年
秋
以
降
の
着
手
を
目
指
す
考
え
で
す
。
将

来
の
整
備
形
態
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向

を
尊
重
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
な
ど
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

成
熟
期
に
入
る
時
期
と
あ
り
ま
す
。
最
後
の

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、
人
づ
く

り
と
は
教
育
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
を
基
本
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
理
念

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

教
育
が
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
は
非
常

に
重
要
で
す
。
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
、
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
は
教
育
か
ら
と
い
う
理
念
、
す
べ

て
の
市
民
が
自
由
に
教
育
を
受
け
る
権
利
、

個
人
の
力
量
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
環
境

の
三
つ
を
柱
と
し
た
「
教
育
立
国
大
東
」
を

目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク

の
国
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
た
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
の
教
育
理

念
に
つ
い
て
、教
育
長
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
学
び
合
う
授
業

づ
く
り
、認
め
合
い
高
め
合
う
学
校
づ
く
り
」

は
、
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
の
教
育
理
念
に
通
ず
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
彼
は
、
書
物
に
よ

る
一
方
的
な
講
義
形
式
で
は
な
く
対
話
、
討

論
を
通
し
た
協
同
学
習
を
重
視
し
、
市
民
社

会
に
参
画
す
る
市
民
の
育
成
と
人
格
の
発
達

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
本
市
が
掲
げ
る

「
教
え
る
側
の
論
理
で
は
な
く
、
教
え
ら
れ

る
側
の
論
理
」
が
定
着
す
る
と
、
児
童
生
徒

の
学
ぶ
意
欲
の
高
ま
り
や
規
範
意
識
の
向

上
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
市
民
の

育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑴
私
有
地
で
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た
場
合
、

自
力
で
対
応
す
る
と
い
う
原
則
論
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
が
け
の
下
方
に
あ
る
家
屋
や

住
民
に
危
険
性
が
あ
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
市
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

平
成
23
年
５
月
に
起
こ
っ
た
例
で
は
、
が
け

崩
れ
発
生
の
情
報
を
つ
か
ん
だ
時
点
で
災
害

警
戒
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
24

時
間
体
制
で
現
場
の
監
視
を
強
化
し
、
居
住

者
、
地
権
者
に
警
戒
を
呼
び
か
け
、
応
急
措

置
と
し
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
る
な
ど
の

対
応
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
権
者
の
協

力
を
得
て
、
随
時
復
旧
に
取
り
組
み
、
後
に

府
な
ど
に
も
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
関
係
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
体
育
館
な
ど
の
防
災
機
能
に
不
備
が
あ

り
、
避
難
所
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た

事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
立

学
校
の
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機
能
を
充
実

で
き
ま
せ
ん
か
。

国
や
府
は
現
在
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

一般質問
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ショートステイのサービスを提供している　
施設の一つ「支援センターさくら」（末広町）

治
水
・
治
山
事
業
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　

飛
田　

茂
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　
　
　

川
口
志
郎
議
員
（
清　

新　

会
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
な
ど

　
　
　
　
　
　

中
野
正
明
議
員
（
清　

新　

会
）

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
も
見
直

す
予
定
で
す
。
こ
の
中
で
必
要
可
能
な
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑶
節
電
の
た
め
、
市
役
所
庁
舎
の
蛍
光
灯
の

間
引
き
を
さ
ら
に
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

職
務
に
支
障
が
出
ず
、
市
民
に
影
響
を
与
え

な
い
範
囲
で
、間
引
き
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑴
本
市
で
は
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
補
助
対
象
人
数
と
、
国
、
府
、
近
隣
の

大
阪
市
、
東
大
阪
市
が
制
度
導
入
し
た
時
期

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

22
年
11
月
に
国
の
交
付
金
に
よ
る
助
成
制
度

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
府
は
23
年
２

月
に
補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

府
の
制
度
に
合
わ
せ
て
、
本
市
で
も
接
種
効

果
が
最
も
高
い
中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生

を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
数

は
２
５
９
０
人
で
す
。
大
阪
市
と
東
大
阪
市

は
23
年
２
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

23
年
２
月
に
実
施
し
た
他
市
と
の
間
に
は
、

同
年
４
月
に
高
校
２
年
生
に
な
っ
た
人
に
不

公
平
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
、
負

担
軽
減
策
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

現
状
で
は
困
難
で
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
受
診
啓
発
な
ど
に
よ
り
、
予
防
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

⑵
障
害
者
の
保
護
者
は
高
齢
化
し
て
お
り
、

親
亡
き
後
の
世
話
に
つ
い
て
、
切
実
な
悩
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
考
え
方
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
の
新
た
な
住
ま
い
と
し
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
は
社
会
福
祉
法
人
な
ど

が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
が
38
カ
所
あ
り
ま
す

が
、
利
用
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
、市
営
住
宅
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

関
係
部
局
と
調
整
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑴
平
成
23
年
５
月
、
私
有
の
急
傾
斜
地
で
崩

落
事
故
が
４
件
（
龍
間
、
野
崎
、
北
条
２
件
）

起
こ
り
ま
し
た
。
崩
落
箇
所
の
下
方
の
住
宅

や
人
命
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
地
権
者
な

ど
民
間
に
よ
る
対
処
療
法
的
な
や
り
方
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
行
政
が
あ
ら
ゆ
る
安
全

策
を
と
れ
る
よ
う
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
に
指
定
で
き
ま
せ
ん
か
。

危
険
区
域
の
指
定
要
件
は
、
が
け
の
角
度
30

度
以
上
、
高
さ
５
ｍ
以
上
で
保
全
人
家
５
戸

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
要
望
や
地
権
者

の
同
意
な
ど
を
受
け
て
、
府
に
要
望
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
龍
間
の
崩
落
箇
所
に
つ
い

て
は
、
急
傾
斜
地
の
指
定
を
受
け
ら
れ
な
い

か
府
と
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
法
の
要
件
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
指
定
は
困
難
と
の
回
答

で
し
た
。

⑵「
元
気
出
ま
っ
せ
体
操
」
や
「
ふ
れ
あ
い

デ
イ
ハ
ウ
ス
事
業
」
な
ど
、
介
護
予
防
事
業

の
効
果
は
現
れ
て
い
ま
す
か
。

本
市
に
お
け
る
介
護
保
険
１
号
被
保
険
者
の

要
支
援
・
要
介
護
認
定
率
は
、
21
年
度
で
府

平
均
よ
り
約
2.6
％
低
く
、
同
事
業
の
効
果
と

見
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ど
う
展
開
し
て
い
き
ま
す
か
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
元

気
出
ま
っ
せ
体
操
の
目
標
は
、
27
年
度
ま
で

に
１
２
５
カ
所
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
ハ
ウ
ス
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
身
近
な
憩
い
の
場
所
が

さ
ら
に
必
要
と
考
え
て
お
り
、
23
年
度
に
事

業
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
場
で
あ
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
展
開
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
４
月
現
在
、
本
市
内
38
カ
所
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
56
人
、
他

市
の
ホ
ー
ム
で
24
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

23
年
10
月
か
ら
は
、
ホ
ー
ム
の
利
用
者
を
対

象
に
月
額
１
万
円
の
家
賃
補
助
制
度
が
、
新

た
に
創
設
さ
れ
ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
は
、
22
年
度
に
は
延
べ
６
４
０
人
が
利
用

し
て
お
り
、
入
所
系
施
設
を
中
心
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
両
サ
ー
ビ
ス
と
も
に
障
害
の
あ

る
人
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
施

策
で
あ
り
、
今
後
も
各
事
業
者
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅

な
ど
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
登
録
事
業
と
安
心
い
き
い

き
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
、
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
登
録
事
業
は
、
21
年
度
か
ら

３
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
23
年
度
は

約
３
２
０
０
人
の
単
身
高
齢
者
を
訪
問
し
、｠

個
人
情
報
を
登
録
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

安
心
い
き
い
き
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、Ｓ

Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の
登
録
情
報
や
認
知
症
高
齢

者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
援
護
や
支
援
を

必
要
と
す
る
人
の
情
報
を
地
図
上
に
表
示

し
、
安
否
確
認
や
見
守
り
活
動
な
ど
に
活
用

す
る
も
の
で
、
24
年
度
に
は
市
内
全
地
域
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
情
報
が
入
る
予
定
で
す
。
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水洗トイレの設置が望まれる中垣内浜公園

三
箇
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　
　
　

岩
渕　

弘
議
員
（
大
東
維
新
の
会
）

市
内
一
斉
の
防
災
訓
練
実
施
を
な
ど

　
　
　
　
　
　

大
束
真
司
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）

中
学
校
給
食
の

　
　
　

実
施
方
式
に
つ
い
て
な
ど

　
　
　
　

古
崎　

勉
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

原
発
事
故
と
脱
原
発
の

　
　
　
　
　
　
　

考
え
を
問
う

　
　
　
　
　
　

光
城
敏
雄
議
員
（
無　

会　

派
）

⑴
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
全
市
一
斉
の
防
災
訓

練
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害

時
に
お
け
る
連
絡
体
制
や
職
員
の
配
置
な
ど

に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
に
も
、
行
う
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
市
対
策
本

部
と
各
種
防
災
関
連
機
関
と
の
連
携
を
図
っ

た
避
難
訓
練
を
５
カ
年
計
画
で
段
階
的
に
進

め
、
最
終
的
に
は
、
自
主
防
災
組
織
が
一
斉

に
避
難
訓
練
で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

『
段
階
的
に
』
で
は
な
く
、
ま
ず
大
規
模
な

訓
練
を
行
い
、
不
備
な
点
を
洗
い
出
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
内
一
斉
訓
練
に
は
積
み
重
ね
も
必
要
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
自
主
防
災
組
織
は
、
51
地
区
中
38
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
い
地
区

で
は
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
行
政
主
導

で
、
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
組
織
を
結

成
さ
せ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

防
災
の
要
諦
は
自
助
・
共
助
・
公
助
と
言
わ

れ
、
特
に
自
助
・
共
助
に
は
、
地
域
住
民
の

率
先
し
た
動
き
や
協
力
体
制
が
重
要
で
す
。

出
前
講
座
や
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、

自
治
会
の
自
主
的
、
主
体
的
な
組
織
の
立
ち

上
げ
を
引
き
続
き
促
進
し
て
い
く
考
え
で

す
。

⑶
全
公
共
施
設
に
、
救
助
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

を
常
備
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

全
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
に
は
配
置
済
み

で
す
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
三
箇
小
学
校
の
通
学
路
の
一
部
を
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
と
す
る
件
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

３
月
議
会
で
質
問
し
ま
し
た
。
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

３
月
議
会
終
了
後
、
地
元
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
街
づ

く
り
部
、
学
校
長
、
学
校
教
育
部
が
集
ま
っ

て
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
校
門
前
の
道
路
を
含

め
北
側
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
23
年
５
月
に
青
少
年
指
導
員
、
地
元
、

学
校
長
な
ど
が
参
加
し
て
点
検
を
行
い
、
問

題
箇
所
の
改
善
を
警
察
に
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
四
條
畷
警
察
も
加
わ
っ
て
再

度
協
議
を
行
い
、
最
終
的
な
対
策
を
決
め
、

順
次
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
中
垣
内
浜
公
園
の
ト
イ
レ
は
、
汲
み
取
り

式
の
ま
ま
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ
に
改
修
で
き

ま
せ
ん
か
。

中
垣
内
浜
公
園
は
、
26
年
度
か
ら
防
災
公
園

と
し
て
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
公

園
は
、
22
年
３
月
に
公
共
下
水
道
の
供
用
を

開
始
し
て
お
り
、
本
格
整
備
ま
で
の
間
は
、

仮
設
の
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

⑶
23
年
３
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
公
共
施

設
へ
の
国
旗
・
市
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て
、
市

長
、
教
育
長
と
も
に
前
向
き
に
検
討
す
る
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

23
年
５
月
に
、
全
庁
的
に
通
知
し
ま
し
た
。

準
備
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
常
時
掲
揚
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
中
学
校
給
食
の
実
施
方
式
に
つ
い
て
、
自

校
方
式
、
共
同
調
理
場
方
式
、
親
子
方
式
、

民
間
調
理
場
方
式
の
う
ち
、
自
校
方
式
が
最

も
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
は
ど
の
方

式
で
実
施
す
る
考
え
で
す
か
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
全
中
学
校
一
斉
に
、
全

員
喫
食
で
実
施
す
る
た
め
、
実
施
方
式
を
検

討
中
で
す
。
自
校
方
式
は
学
校
内
に
調
理
施

設
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
親
子
方
式
は

近
く
の
小
学
校
で
調
理
し
た
も
の
を
運
ぶ

か
、
１
つ
の
中
学
校
で
複
数
校
分
を
調
理
し

て
運
ぶ
方
式
で
、
民
間
調
理
場
方
式
は
民
間

の
調
理
場
で
作
っ
た
も
の
を
運
ぶ
方
式
で

す
。
時
間
的
制
約
の
中
、
最
も
早
く
で
き
る

の
は
民
間
調
理
場
方
式
で
す
。
共
同
調
理
場

方
式
の
採
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑵
市
税
滞
納
者
の
給
与
差
し
押
さ
え
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
差
し

押
さ
え
は
で
き
な
い
と
い
う
国
税
徴
収
法
や

地
方
税
法
の
規
定
に
抵
触
し
ま
せ
ん
か
。

給
与
の
差
し
押
さ
え
は
、
他
の
財
産
と
比
べ

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。勤
務
先
に
給
与
支
払
い
状
況
を
照
会
し
、

国
税
徴
収
法
が
禁
止
し
て
い
る
部
分
な
ど
内

容
を
検
討
し
た
上
で
、
差
し
押
さ
え
が
可
能

な
金
額
に
つ
い
て
執
行
し
て
い
ま
す
。

⑶
三
箇
１
丁
目
・
新
和
町
住
宅
内
の
私
道
の

舗
装
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
同
意
を
得
ま
し

た
。
す
ぐ
に
で
も
着
工
で
き
ま
せ
ん
か
。

早
期
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

大
地
震
、
大
津
波
は
歴
史
上
何
度
も
あ
り
ま

し
た
が
、
物
質
文
明
が
発
達
す
る
ほ
ど
に
被

害
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
今

回
の
原
発
事
故
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
海
側

の
原
発
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
の
自
治

体
と
し
て
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
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高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
を
な
ど

　
　
　
　
　
　

三
ツ
川
武
議
員
（
無　

会　

派
）

関
西
に
供
給
さ
れ
て
い
る
電
力
の
お
よ
そ
半

分
は
、
福
井
県
の
原
発
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。も
し
関
西
で
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、

甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
、
事
故
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
ま
た
市
民
が
被
曝
し
な
い
よ
う

関
係
者
に
働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。
脱

原
発
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
つ

い
て
は
、
国
民
全
体
が
十
分
協
議
を
重
ね
た

上
で
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

反
原
発
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
原
発
賛

成
か
反
対
か
の
住
民
投
票
を
実
施
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
平
成
24
年
４
月
の
市
長
・

市
議
会
議
員
選
挙
に
合
わ
せ
て
行
う
場
合
、

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

通
常
の
選
挙
費
用
に
加
え
、
概
算
で
約
１
０

０
０
〜
１
５
０
０
万
円
で
す
。

住
民
投
票
の
是
非
も
含
め
、
市
長
は
原
発
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

発
電
量
の
一
定
割
合
を
原
発
に
頼
り
、
か
つ

Ｃ
Ｏ２
削
減
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
原
発
の

賛
否
を
市
民
に
聞
く
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
熱
や
風
力
、
太
陽
光
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
で
き
る
技
術
を
開
発

し
、近
い
将
来
、原
発
を
止
め
る
方
向
に
持
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑴
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
が
た
い
へ
ん
盛
ん
で

す
。
過
日
、
諸
福
公
園
で
行
っ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
大
会
に
は
、
二
百
数
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
会

時
に
、
公
園
へ
の
荷
物
の
搬
入
な
ど
を
め
ぐ

り
、
参
加
者
と
地
元
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誤
解
や
行
き
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
は
き
ち
ん
と
調
整
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
荷
物
の
搬
入
な
ど
に

限
り
、
公
園
内
に
車
を
乗
り
入
れ
て
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
約
束
事
を

守
ら
な
い
人
が
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
参

加
者
、
地
元
住
民
の
双
方
が
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑵
住
道
本
通
商
店
街
な
ど
、
市
内
商
店
街
の

活
性
化
を
ど
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
か
。

大
型
店
舗
の
進
出
な
ど
に
よ
る
商
店
街
の
苦

し
い
経
営
状
況
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
議

会
に
地
域
産
業
振
興
基
本
条
例
案
を
上
程
し

て
お
り
、
ま
た
、
産
業
振
興
市
民
会
議
に
お

い
て
も
商
業
振
興
施
策
を
検
討
し
、
よ
り
効

果
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

今
日
重
要
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活

動
を
、
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

本
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も

の
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
提
案
型
公
募
事
業
で
は
、
参
加
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
実
績
報
告
会
で
活
動
内
容

を
把
握
し
、
評
価
し
て
い
ま
す
。

原
発
脱
却
の
意
見
書
に

　
　
　
　
　
　賛
同
し
ま
す

　　

６
月
議
会
の
白
眉
は
、
「
原
発
依
存
か

ら
の
脱
却
を
求
め
る
意
見
書
」
が
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
に
先

鞭
を
つ
け
、
老
朽
施
設
を
抱
え
る
福
井
の

原
発
や
び
わ
湖
水
源
の
危
機
に
、
い
ち
早

く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の
と
受
け
止
め
ま

す
。

　

一
般
質
問
で
も
、
生
駒
活
断
層
を
め
ぐ

る
震
災
対
策
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
民
の
喝
采
が
聞
こ
え
る
思
い
で
す
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
福
祉
や
医
療
の
向

上
に
も
一
層
の
ご
尽
力
を
期
待
し
ま
す
。

（
Y
．Ｔ
．）

見
え
て
き
た
大
東
市
の
課
題

　 

６
月
22
日
、
傍
聴
席
が
埋
ま
る
本
会
議

場
で
防
災
・
福
祉
を
中
心
に
一
般
質
問
を

聴
い
た
。
色
々
な
角
度
か
ら
の
質
問
を
聴

い
て
、
全
容
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
。

 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
待
っ
た
な

し
。
か
つ
て
大
水
害
を
経
験
し
た
市
と
し

て
、
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
真

剣
に
取
り
組
む
。
市
民
の
声
を
聴
き
、
市

民
と
行
政
が
協
同
す
る
。
困
難
で
も
是
非

そ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。（

Y
．Ｙ
．）

熱
の
入
っ
た
議
会
を
見
て

　　

昨
年
に
続
き
、
議
会
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
気
持
ち

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
行
か
れ
た

議
員
が
被
害
状
況
を
説
明
し
、
生
駒
断
層

が
走
る
本
市
の
大
規
模
災
害
に
対
す
る
危

機
管
理
に
つ
い
て
、
熱
の
入
っ
た
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
中
学
校
給
食

は
、
ま
だ
実
施
方
式
が
決
ま
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
間
に
合
う
の
で
し
ょ

う
か
。
成
長
期
の
子
ど
も
の
体
力
、
能
力

の
向
上
に
、
食
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
の
手
腕
に
期
待

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Y
．Ｏ
．）

平
成
23
年
４
月
１
日
付
で
10
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
「
議
会
市
民

レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の

市
民
の
目
線
に
よ
る
市
議
会
へ
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
、
各
定
例
会

号
で
掲
載
し
ま
す
。
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［１］大束　真司　議員
　●　巨大地震を想定した危機管理体制の構築
　●　市内一斉の防災訓練の実施について
　●　自主防災組織の早期100％設置について
　●　避難所について
　●　仮設住宅について

［２］三ツ川　武　議員
　●　本市の危機管理体制について
　●　地域の絆、コミュニケーション活動について
　●　ボランティア活動の評価について
　●　中学校給食について
　●　高齢者のスポーツ活動への支援について

［３］中野　正明　議員
　●　震災に強い街づくりについて
　●　節電対策について
　●　子宮頸がん予防ワクチンについて
　●　乳幼児医療の無料化について
　●　障害者の親亡き後の対応について

［４］大谷　真司　議員
　●　大規模災害に対する危機管理について
・急傾斜地、崩落危険箇所への対応について
　●　高齢者、障害者等移動困難者への対策
　●　東日本大震災被災地への支援について
　●　節電対策と今後の環境施策について

［５］岩渕　弘　議員
　●　住道北小学校の下足室におけるスノコの設置
　●　南郷ふれあい広場売却計画に対する市の対応
　●　旧四条小体育館へのソフトバレー器具の設置
　●　中学校給食の実施方式について
　●　中学校での教育指導について

［６］飛田　茂　議員
　●　高齢者引きこもり問題の解決を
　●　お年寄りサロン・広場の実施を
　●　旧同和行政のツケの早期解決を
　●　山林崩壊の調査と対策を
　●　安心・安全の急傾斜地崩壊防止対策を

［７］古崎　勉　議員
　●　大震災を教訓とした本市の防災対策について
　●　氷野小学校の改修工事の遅れについて
　●　地デジチューナー申請の証明手数料無料化を
　●　氷野２丁目地内に児童遊園の設置を
　●　三箇１丁目新和町への進入路の確保について

［８］川口　志郎　議員
　●　障がい者福祉について
・障害者自立支援法改正による施策変更の予定
・知的・精神障がい者の就労支援について
　●　地域福祉の推進について
　●　高齢者が安心できるまちづくりについて

［９］豊芦　勝子　議員
　●　子育て環境や教育環境の向上・充実について
　●　療育センターについて
　●　地域産業振興基本条例について
　●　防災対策について
　●　生活環境の改善と水路整備について

［10］光城　敏雄　議員
　●　原発事故と脱原発に対する市の考えについて
　●　監査委員の行政に対する要望の取り扱い
　●　市役所、小・中学校における節電の取り組み
　●　選挙の投開票作業に係る人件費について
　●　「幸せのものさし」としての幸福度指標

 ［11］寺坂　修一　議員
　●　就学前教育について
　●　小学校、中学校教育について
　●　高校・大学の進学率と大学の誘致について
　●　新しい生涯学習環境と市民講座の充実
　●　シニア学習について

※掲載は発言順

一般質問の主な項目（青色の項目は3～6ページにその質疑の要約を掲載しています）

３日

６日
９日
13日
15日
21日

22日

23日

　●　議会運営委員会
　●　全員協議会
　●　本会議（第１日目）
　●　新駅設置と市内3駅周辺整備・交通問題に関する
　調査研究特別委員会
　●　会派代表者会議
　●　大東市農業委員会
　●　いきいき委員会
　●　まちづくり委員会
　●　全国市議会議長会定期総会・社会文教委員会
　●　議会運営委員会
　●　大東市マナー条例の制定に関する専門部会
　●　本会議（第2日目）
　●　議会運営委員会
　●　本会議（第3日目）

11日
12日

21日～22日
26日

27日

　●　大東市農業委員会
　●　近畿市議会議長会総会
　●　大東市農業委員会現地視察研修会
　●　合同委員会報告会
　●　議会運営委員会協議会
　●　学校統合と跡地・教育環境に関する特別委員会
　●　新駅設置と市内３駅周辺整備に関する調査研究
　特別委員会

12日

26日
27日

　●　会派代表者会議
　●　第1回臨時会正副委員長互選（各常任・特別委員会）
　●　議会運営委員会
　●　東部大阪治水対策促進議会協議会総会・常任委員会
　●　全議員議案説明会
　●　議会改革と行財政改革に関する特別委員会
　●　議会運営委員会
　●　大東市マナー条例の制定に関する専門部会

　　30日

3月

4月

９日

10日

11日

12日

　●　議会運営委員会
　●　大東市農業委員会
　●　本会議（第１回臨時会第１日目）
　●　会派代表者会議
　●　本会議（第１回臨時会第２日目）
　●　会派代表者会議
　●　議会運営委員会（正副委員長互選）
　●　各特別委員会（特別委員会の継続・廃止）
　●　議会運営委員会
　●　本会議（第１回臨時会第３日目）

5月

6月

　●　飯盛霊園組合議会

（平成23年3月第1回定例会以降のもの　H.２３.３.２５～H.２3.６.２3）議
会

は、
こん
な活動をしています！
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古紙配合率70％再生紙を使用しています。
白色度は70％です。

一般質問
①岩渕　　弘 議員 （大東維新の会）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18：00～
②水落康一郎 議員 （清新会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18：40～
③古崎　　勉 議員 （日本共産党議員団）・・・・・・・・・・・・・ 19：30～
④大束　真司 議員 （公明党議員団）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20：10～
※ 時間は目安です。議事の進行等により、変更となることがあります。

開会前（17：35 ～）に議場で講演会を行います。ぜひお越しください。

９月22日（木）に夜間議会を開催します

付議された議案の審議結果 6月定例会
　

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

研究留保

不採択

可決

可決

可決

可決

可決

○
○
○
○
○
×
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○

会派・議員名（議席順）

○賛成　×反対

件　　名

平成23年（2011年） 8月1日発行　編集・発行／大東市議会
〒574ー8555 大東市谷川1ー1ー1  TEL.072ー872ー2181（代）・072ー870ー0763（ダイヤルイン）・FAX.072ー872ー3820

■出前議会報告会を行いました
　市議会では、議会活動が市民に分かりやすく、市民

が参加しやすい開かれた議会とするための取り組み

として、平成２１年４月より市内各地で出前議会報告

会を開催しています。７月２日には、文化ホール（サー

ティホール）多目的小ホールで開催し、各議員から６月

定例会等の報告が行われました。

平成２２年度一般会計補正予算（専決第１次）

平成２２年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（専決第１次）

平成２３年度国民健康保険特別会計補正予算（専決第１次）

市税条例の一部改正

地域産業振興基本条例

市立小・中学校設置条例

四条中学校大規模改造建築工事

北条小学校老朽改修建築工事

四条北小学校大規模改造建築工事

特定健診の無料化と内容の充実を求める陳情書

女性防火クラブ結成に係る費用についての陳情書

公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書

福島第一原発の危機回避と原発依存からの脱却を求める意見書

財産の取得（更新消防団車両の購入契約）

財産の取得（更新消防車両の購入契約）

議員の派遣

条例の制定
条例の一部改正

専決処分の報告

工事請負契約

陳　情

意見書

その他

光
城
敏
雄

三
ツ
川
武

松
下

　孝

結果

寄附は『贈らない！、求めない！、受け取らない！』
　議員は、公職選挙法の規定により選挙区内でのいかなる名目の寄附行為も禁止されています。
場合によっては、罰則のみならず失職するおそれもあります。
　私たち大東市議会議員は、より公正で健全な議会活動を行うため、公職選挙法の遵守の申し合
わせをしています。みなさんのご理解、ご協力をお願いします。

法律で禁止されているもの
・各種行事等への差し入れ、寸志、歳暮・中元、入学・結婚・出産等のお祝い、葬儀の供花・樒、祭りの
寄附、自筆の答礼を除く年賀状や暑中見舞いなど（公職選挙法第199条の2など）

大東市議会申し合わせ
①大東市域における葬儀での香典の廃止および本人が参列するときの弔電の廃止
　（平成16年9月1日）
②市議会議員の寄附行為等の禁止の遵守（平成18年10月3日）

本市議会議員の禁止されている寄附行為等

日　本
共産党
議員団

公明党
議員団

大　　東
維新の会清新会 無会派

豊
芦
勝
子

古
崎

　勉

飛
田

　茂

寺
坂
修
一

大
束
真
司

大
谷
真
司

中
野
正
明

川
口
志
郎

水
落
康
一
郎

岩
渕

　弘

中
谷

　博

中
河

　昭




